












































































































































































　従来型の ? ? ?Ｃ ?標識薬剤自動合成装置を改造して得られた、図１～３に示す自動合成装
置を用いて、 ? ? ?Ｃ ?標識薬剤を自動合成した。この薬剤合成時のホットセル内のクリーン
度を図４に示す。（ ?）は従来法（改造前）、（ｂ）は改造した本発明法を示す。すなわ
ち、その効果は顕著であり、改造前には自動合成装置の稼動によりホットセル内のクリー
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ン度がクラス１００，０００程度まで悪化していたものが、改造後にはクラス１００まで
抑えられていた。改造後の準備段階で１０００を超える状況が出現しているが、これはホ
ットセルの扉を開けて作業していたために生じたものであり、扉を閉めるとクリーン度は
１０程度に向上した。
【産業上の利用可能性】
【００１８】
　本発明によれば、ホットセル内での微粒子の放出を低減し、安価でより信頼性の高い標
識薬剤自動合成を行ない得る。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明に係る自動合成装置の一例を示す概略図。
【図２】本発明における加熱冷却手段の一例を示す概略図。
【図３】本発明におけるヒーター部分を有する加熱手段の概略図。
【図４】薬剤合成時のホットセル内のクリーン度を示す。
【符号の説明】
【００２０】
１…ホットセル
２…自動合成装置
３…反応容器
５…排気ダクト
６…加熱手段
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【図１】 【図２】
【図３】
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【図４】
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